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御
世
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フ
ト
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の
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か
る
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（
解
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フ 

ト 

マ 
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は
じ
め
に 

 

フ
ト
マ
ニ
と
は
占
い
の
こ
と
で
あ
り
、
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
（
神
）
の
占
い
の
こ
と
で
す
。
ア
マ
テ
ル
神
が
、
お

住
ま
い
に
成
ら
れ
て
い
る
香
具
宮
で
は
桜
の
枝
葉
が
し
ぼ
む
た
め
、
心
配
さ
れ
た
ア
マ
テ
ル
神
は
フ
ト
マ
ニ
で

占
う
よ
う
に
勅
り
さ
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、
天
の
原
に
異
変
を 

知
ら
せ
る
「
シ
チ
リ
」
の
掛
が
出
た
の
で
す
。

そ
の
頃
、
出
雲
で
は
オ
オ
ナ
ム
チ
が
栄
華
を
極
め
て
大
き
な
社
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
発
端
と

な
り
、
古
代
の
一
大
事
と
さ
れ
る
出
雲
の
「
国
譲
り
」
に
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
マ
テ

ル
神
の
フ
ト
マ
ニ
は
国
家
の
一
大
事
、
異
変
や
世
相
を
占
う
た
め
の
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
ア
マ
テ
ル
神
の
フ
ト
マ
ニ
を
記
述
す
る

（
ヲ
シ
テ
）
文
献
に
は
、
他
に
（
注
１
）
ホ
ツ
マ
ツ
タ

ヱ
、
ミ
カ
サ
フ
ミ
が
存
在
し
ま
す
。
だ
が
、
唯
一
、
占
い
を
記
述
し
た
文
献
は
フ
ト
マ
ニ
の
み
に
な
り
ま
す
。

古
の
元
を
辿
れ
ば
ア
マ
テ
ル
神
が
八
百
万
神
に
作
ら
せ
た
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
に
残
さ
れ
た
フ
ト
マ
ニ
は
、
ホ

ツ
マ
ツ
タ
ヱ
の
二
九
～
四
０
ア
ヤ
（
綾
）
を
編
纂
さ
れ
た
ス
ヱ
ト
シ
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
）
の
手
に
よ
り
ス
メ
ラ

ギ
（
天
皇
）
に
上
奏
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
文
献
の
写
本
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
度
、
フ
ト
マ
ニ
の
解
説

を
行
う
に
当
た
り
、
滋
賀
県
高
島
市
勝
野
の
旧
家
・
野
々
村
家
所
蔵
の
野
々
村
立
蔵
写
本
「
神
刺
基
兆
傳
太
占

書
紀
」
（
以
後
、
フ
ト
マ
ニ
と
呼
ぶ
）
を
ご
使
用
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
使
用
に
当
た
っ
て 

    は
、
当
写
本
を
管
理
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
現
当
主
の
野
々
村
直
大
氏
の
ご
承
諾
を
戴
き
ま
し
た
。
こ
の
甲
斐
が

あ
っ
て
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
フ
ト
マ
ニ
」
の
解
説
に
拍
車
が
掛
か
り
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
で
解
読
す
る
「
フ

ト
マ
ニ
の
歌
」
本
を
発
表
さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
歌
本
の
構
成
と
し
て
は
、
秋
の
夜
長
を
ヲ
シ

テ
原
文
で
フ
ト
マ
ニ
を
楽
し
み
た
い
方
の
た
め
に
、
（
１
）
原
文
（

・
ヲ
シ
テ
表
記
）
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
次
に
、
筆
者
の
解
説
も
覗
い
て
見
た
い
人
の
た
め
に
、
（
２
）
～
（
４
）
カ
ナ
表
記
、
直
訳
文
、
解

説
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
堪
能
し
て
戴
け
れ
ば
幸
甚
と
思
い
ま
す
。 

  

ま
た
、
当
歌
本
を
発
表
す
る
以
前
の
平
成
１
９
年
７
月
１
日
付
に
て
『
フ
ト
マ
ニ
考
「
検
証
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ

３
２
号
（
２
０
０
７
年
８
月
）
」
』
に
お
い
て
、
「
件
名 

ニ
マ
ト
フ 

（
二
間
を
飛
ぶ
）
の
法
則
が
示
す 

フ

ト
マ
ニ
の
語
源
」
を
発
表
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
し
た
。
更
に
、
平
成
２
７
年
７
月
１
日
に
は
、
長
年
の
研
究

が
実
っ
て
「
フ
ト
マ
ニ
の
占
い
方
法
の
再
考
（
吉
田
説
）
」
を
発
表
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
当
フ
ト
マ
ニ
の
歌
本
で
は
、
ヲ
シ
テ
学
を
学
問
の
基
本
と
し
て
い
る
た
め
、
「
神
刺
基
兆
傳
太
占
書

紀
」
本
の
ヲ
シ
テ
原
文
の
み
を
引
用
し
、
漢
字
文
は
省
略
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま
す
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吉
田
六
雄 

 
 

 

平
成
２
９
年
４
月
４
日 

 

横
浜
の
自
宅
に
て 



（
注
１
）
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
と
は
、 

 
 

ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
は
、
紀
元
前
１
０
０
０
年
頃
（
縄
文
・
後
期
）
～
紀
元
２
６
２
年
頃
（
古
墳
・
前
期
）
ま
で

の
ア
マ
カ
ミ
（
天
神
）
、
ア
マ
キ
ミ
（
天
君
）
、
ス
メ
ラ
ギ
（
天
皇
）
の
歴
史
・
文
化
を
ヲ
シ
テ
（
オ
シ
テ
）

文
字
に
て
、
今
に
伝
え
る
古
文
献
で
す
。
ま
た
、
現
在
に
残
さ
れ
る
写
本
は
、
五
七
調
に
て
、
法
呈
文
、
１
～

４
０
ア
ヤ
（
綾
）
の
全
１
万
行
の
１
０
万
文
字
に
も
及
ぶ
大
作
で
す
。
編
者
は
、
１
～
２
８
ア
ヤ
（
綾
）
ま
で

を 

ワ
ニ
ヒ
コ
（
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
、
ウ
ガ
ヤ
時
代
の
ツ
ル
ギ
大
臣
）
、
後
半
の 

２
９
～
４
０
ア
ヤ
（
綾
）
ま
で

を
ス
エ
ト
シ
（
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
、
景
行
天
皇
時
代
の
三
輪
の
臣
）
に
な
り
ま
す
。 

 

（
注
１
）
写
本 

・

 

秀
眞
政
傳
紀
（
和
仁
估
安
聡
本
） 

・

 

ほ
つ
ま
つ
た
ゑ 

上
下
（
編
著
者 

鏑
邦
男
） 

     

  

（
注
１
）
ア
ワ
の
歌 

四
十
八
文
字 

ヲ
シ
テ
（
文
字
）
カ
ナ
文
字 

 
 

 
 

 

ヲ
シ
テ
（
文
字
）
カ
ナ
文
字 

 
 

ア
イ
ウ
エ
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ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ 

 
 

カ
キ
ク
ケ
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マ
ミ
ム
メ
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サ
シ
ス
セ
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ヤ
ヰ
ユ
ヱ
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タ
チ
ツ
テ
ト 

 
 

 
 

 
 

ラ
リ
ル
レ
ロ 

 
 

ナ
ニ
ヌ
ネ
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